








　This	paper	argues	 that	 the	 recent	 researches	on	 institutional	entreprenuurship	
in	 the	 field	of	new	organizational	 institutionalism	challenges	one	of	 the	central	
themes	of	management	 theories.	Theories	 of	management	 are	 legitimized	 and	
institutionalized	in	our	society	since	they	have	focused	on	the	relationship	between	
the	 firms	as	 institutions	and	 their	 innovations	against	 their	embeddedness	 in	 the	
exsisting	 institutional	 fields.	Through	 reviewing	 the	 legitimacy	of	 the	modern	
corporations,	and	 the	development	of	practices	and	 theories	of	accounting	and	
management,	I	 insist	that	the	theories	of	management	have	been	the	studies	of	the	
dynamics	of	 institutions	and	practices,	 then	management	theories	are	 legitimatized	
through	 studying	 the	 	 institutional	 entreprenurship.	 It	 is	 closely	 related	 to	 the	
legitimacy	of	management	theories.
1．経営学と制度






　「制度的起業家」研究は、Meyer and Rowan（1977）や DiMaggio and Powell（1983）
以降、新制度派組織理論が直面した論理的困難、すなわち制度に埋め込まれた企業が、い
かにして制度を変えることができるのかという「埋め込まれたエージェンシーのパラドッ



































































　第 3 に、H.A. サイモンは、その主著『経営行動』（Simon, 1947, 1997）の最後に付け
られた「経営の科学とはなにか」という付録で次のように主張している。
　「経営は演技に似ていないことはない。良い俳優の仕事は、役によって内容がいかに異
























































1963, “Institutional Elements in Contemporary Economics,” Institutional Economics: 
Veblen, Commons, and Michel Reconsidered, pp.124-125）
　制度派経済学は古典派経済学に対する批判として登場したものであるが、経営学は、ヴェ
























































































































　このように複式簿記の原理は、すでに 14 世紀から 15 世紀初頭には登場していたが、
それはごく一部の会計実践を行う人々の間の、専門的な秘訣として知られるのみで、な
お一般には知られていなかったという。この複式簿記が広くヨーロッパ諸国に普及して
いったのは、1494 年 11 月 10 日にルカ・パチオリ（Fra Lucas Bartolomeo de Pacioli, 
1445-1517） の 簿 記 書（ 数 学 書『Summa de Arithmetica, Geometrica, Proportioni et 
Proportionalia』（算術・幾何・比および比例全書）の第 1 部第 9 編の「計算及記録詳
論」に複式簿記の学術的理論が説明されている）の出版を契機としていると言われる（黒

















1672 年にフランスで制定されたルイ 14 世商業条例において、財産目録および貸借対照表
が法律上の規定に義務づけられた。これは国家による強制的同型化を意味し、ヨーロッパ


























　イギリスにおける産業革命は、16 〜 17 世紀の絶対王政時代の工場制手工業を前史とし
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が、1880 年に設立されたイングランド・ウェールズ詔勅会計士協会（The Institute of 
Chartered Accountants in England and Wales）であり、その試験制度や会員制度の規約
は、各国の会計士制度の模範となったのである（黒澤 , 1933, p.104）。株式会社制度は、
企業の大規模化に伴う莫大な資本の必要性と、監査制度に支えられた有限責任制度とに






































































ている時を除いては、安定的な均衡状態にある」（Veblen, T, “Why is Economics not an 


























































































































































































































































































































Manzoni、1534 年）にも引き継がれ、その後、ドイツでは 1549 年にマンツォニの翻訳
が、オランダにおいてはアントワープの商人ジャン・インピン・クリストツフェルス（Jan 
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